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【年２回発行】

校　長　遠藤　淳一

あいさつ

　保護者の皆様、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいた
だき感謝申し上げます。また、PTA役員の皆様には格段のご支援を賜
りまして誠にありがとうございます。令和７年度は164名の新入生を
迎え、全校生徒548名でスタートしました。また、３名の教員が新た
に加わりました。生徒と共に日々の活動を大事にしながら、創学館高
校の更なる発展と魅力の創造に尽力していきたいと思っております。
　昨年度もそうでしたが、期待を超える生徒諸君の活躍に驚くことが
あります。今年は企画・渉外・立案・運営を自分独りでやり遂げ、
天童駅ビルの『パルテ』で「ホビーマルシェ」を開催した３年生に驚
かされました。これからも生徒が自分の夢や希望を実現するために一
生懸命になれる学校、地域に愛され親しまれる学校を、生徒・教職
員が一緒に創り上げていきたいと思いますので、ご支援よろしくお願
いいたします。

PTA会長　植田　真雄

ごあいさつ

　保護者の皆さまには、日頃より本校のPTA活動にご理解とご協力を
賜り、心より感謝申し上げます。
　本年度も、生徒たちが自ら創りだすより良い活動、活躍の支援が出
来るようにPTA活動を展開してまいりたいと思います。
　創学館高校では、創学館３つの校訓『信・和・創』に基づき遠藤校長
先生をはじめとする先生方の熱心なご指導のもと、生徒たちが勉学や部
活動に真摯に向き合う姿、そして互いを尊重し、高め合う姿に、私自身
も日々、多くの感動と勇気をもらっています。
　PTA活動は、生徒たちがより良い環境で学校生活を送れるよう、学
校と家庭が連携し、支え合うための大切な活動です。保護者の皆さま
の温かいご支援とご協力が生徒たちの大きな力となります。今後とも
PTA活動にご理解とご協力をいただけますよう、お願い申し上げます。
末筆ではございますが、創学館高校のさらなる発展と、生徒の皆さま
の輝かしい未来を心よりお祈り申し上げ、挨拶とさせていただきます。

１　　・PTA会長あいさつ
　　　・学校長あいさつ
２　　・PTA活動News
　　　・学校の出来事 Topics
３　　・部活動の活躍
４　　・令和７年度新任教職員の紹介
　　　・授業拝見
　　　・生徒の声
　　　・PTAの声

祝  国民スポーツ大会出場祝  国民スポーツ大会出場祝  国民スポーツ大会出場祝  国民スポーツ大会出場
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ＰＴＡ活動　Ｎｅwｓ

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
連
行
事
日
程

 10 月 PTA・教育後援会本部役員会
  山形県私立中高 PTA連合会会長会
  PTA 生活部・文化部合同街頭指導

 11 月 天童市 PTA連合会研修会

令
和
７
年
度

学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
日
程

 10 月 　 9 日（木）
 10 月 30 日（木）
 11 月 13 日（木）
 11 月 27 日（木）
 12 月 12 日（金）
 1 月 　 9 日（金）
 2 月 10 日（火）
 3 月 13 日（金）

※利用方法やSCの予約については保健室にお問い合わせください。
※現在の予定であるため、変更する可能性がございます。
　ご了承ください。

・EE東北・企業訪問
・サーベイコンテスト
・ものづくり教室
・２年生インターンシップ

学校の出来事Topics

▲サーベイコンテスト

▲ものづくり教室 ▲２年生インターンシップ

▲企業訪問▲EE東北
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▲陸上競技部

▲剣道部

▲ソフトテニス部

▲柔道部▲野球部

▲卓球部女子▲卓球部男子

▲バレーボール部

▲バスケットボール部

▲サッカー部

部　活　動　の　活　躍

　宮城県仙台市のボウルグルーバーズで第52回東北総合スポーツ大会ボウリング競技に松木
千寛と大門弘夢が山形県代表として出場してきました。東北から強い選手が集まる大会に出れ
ることは、とても大きな経験だと思います。大会ではうまくいかず悔しい思いをしたこともあ
りましたが、仲間と励まし合いながら乗り越えてきました。本番では緊張すると思いますが今
まで支えてくれた家族や指導してくださった監督に感謝を忘れず仲間と協力し合いながら頑
張ってきます。

ボウリング部　大門　弘夢

祝 全国大会出場

　一年生の時から「インターハイ出場」を目標に努力してきました。５月26日から29日に行
われた県大会では今まで勝てなかったライバルに勝つ事ができ県優勝する事ができました。記
録は練習で出した事がない50ｍ以上の投げをする事ができました。東北大会では、７位とい
う結果に終わってしまいました。目標であったインターハイ出場をわずかな差でのがしてしま
いました。しかし、県大会で出した記録を東北大会で伸ばし、自己ベストを出すことができま
した。目標を達成することができませんでしたが、顧問の先生や部活の仲間、家族のおかげで
ここまでこれました。感謝の気持ちを忘れず、これからの人生に活かしていきたいと思います。

陸上競技部　大類　捷生

祝 東北大会出場

〈ボウリング部〉
・第51回山形県選抜ボウリング選手権大会
 第１位　３年５組　保科　優斗

・第34回山形県ジュニアボウリング競技大会
 第１位　１年２組　松木　千寛
 第２位　１年１組　保科　柾斗

・第36回山形県高校新人ボウリング競技大会
 第１位　１年１組　荒沢　瑠佳
 第２位　２年３組　大門　弘夢
 第５位　１年１組　森谷　駿紀
 第６位　１年２組　松木　千寛

・JOCジュニアオリンピックカップ
　第49回全日本高校ボウリング選手権大会　出場
 　　　　１年１組　荒沢　瑠佳
 　　　　１年１組　保科　柾斗
 　　　　１年２組　松木　千寛
 　　　　２年３組　大門　弘夢
 　　　　３年１組　石澤　奏人
 　　　　３年５組　保科　優斗

・令和７年度 滋賀国民スポーツ大会　出場
　少年男子　団体戦　　２年３組　大門　弘夢
 　　　　１年２組　松木　千寛
　少年女子　団体戦　　１年１組　荒沢　瑠佳

・第58回全日本新人ボウリング選手権大会　出場
 　　　　１年１組　荒沢　瑠佳
 　　　　　　　　　森谷　駿紀
 　　　　　　　　　保科　柾斗
 　　　　２年３組　大門　弘夢
 　　　　３年５組　保科　優斗

〈柔道部〉
・令和７年度 村山地区高等学校総合体育大会
　男子団体　３位　／　女子団体　３位
　男子個人
　　81㎏級 　３位　３年５組　板垣　泰正
 　３位　２年１組　小山　心也
     100㎏級 　２位　３年５組　古瀬　瑠莞
 　３位　１年１組　石塚那緒也
     100㎏超級 　３位　３年５組　小座間嵩斗
　女子個人
　　70㎏級 　２位　２年４組　髙橋　りさ
　　78㎏級 　３位　１年３組　後藤　愛花

・2025年度 山形県高等学校総合体育大会
　女子個人
　　70㎏級 　３位　２年４組　髙橋　りさ

・第79回国民スポーツ大会山形県予選会　兼
　第52回東北総合スポーツ大会山形県予選会
　男子個人　重量級　３位
 　　　　３年５組　古瀬　瑠莞

〈卓球部〉
・村山地区高校総体　　男子団体　準優勝

・山形県高校総体　　　男子団体　第３位

〈アーティスティックスイミング〉
・第48回（2025年度）全国JOCジュニア
オリンピックカップ夏季水泳競技大会
　アーティスティックスイミング競技
　15－18歳
　MEN SOLO FreeRoutineFinal　２位
 　　　　１年４組　鈴木　　輪

〈陸上競技部〉
・第76回山形県高等学校総合体育大会　
　陸上競技大会
　400mH　第５位　　　３年５組　林　　風我
　ハンマー投げ　優勝　　３年１組　大類　捷生

・2025年度 東北高等学校陸上競技大会
　400mH　出場　　　　３年５組　林　　風我
　ハンマー投げ　第７位　３年１組　大類　捷生

祝！大会・コンクール入賞
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本年度赴任された
先生方を紹介します

江口　理博
（えぐち　みちひろ）

教頭

戸谷優士朗
（とや　ゆうしろう）

担当教科：工業
部活動顧問：
陸上競技部・（野球部）

大滝　宏幸
（おおたき　ひろゆき）

担当教科：
工業・数学

生徒の声

PTA会員の声 PTA会員（保護者）の皆様より
学校や生徒にメッセージを
いただきました。

○２年３組　齋藤　良樹
　私は高校に入学してから今まで勉強に特に力を入れて取り組んできま
した。中学校の学習をふり返ることはもちろんですが、確実に身につく
ように努力してきました。
　勉強は正解するのがもちろん一番いいのですが、ミスを繰り返さない
工夫を大切にしています。なぜこんなミスをしてしまったのかというふ
り返りをして、ミスを理解し、それを今後の問題に活かして成長してい
く過程を大切にして取り組んでいます。
　これからは日々の勉強だけでなく資格取得に力を入れて取り組みます
が、自分のペースで理解するまでやり直し、今よりも成長して将来を明
るくしていきたいです。

○１年１組　原田　侑奈
　私は柔道部とインターアクトクラブを兼部しています。私は元々、中
学校で柔道部に所属していたのですが、その頃から高校では柔道をする
人を支えたいと考えていました。また、同じく人を支えるボランティア
に興味があり、高校生活を有意義に過ごしたいと思い、インターアクト
クラブへの入部を決めました。
　柔道部では対戦相手の分析をしたり、技の研究をしています。インター
アクトクラブではボランティアをしながらコミュニケーション力を高め
ています。兼部をしてみて難しいことや大変なことも多いですが、その
分やりがいや達成感を感じることができました。そして周りをよく見て
行動することができるようになりました。高校では何事も挑戦し、有意
義な学校生活を送るために努力していきたいです。

○２年１組　保護者　丹野　真吾
　新しい仲間と出会いスタートした高校生活。資格習得への挑戦や部活
動に対する向上心が高まり、充実した高校生活を送っているなと感じて
います。特に部活動では仲間にも恵まれ、時にはぶつかったりもします
が同じ目標に向かい頑張っている姿に保護者も一緒になって応援しなが
ら戦っています。
　今しかできない経験をたくさんして失敗をおそれずにどんどんチャレ
ンジしていってもらいたいと思っています。

○１年１組　保護者　渡邉　英武
　高校に入学して半年が過ぎ、高校生活もようやく慣れてきた頃と思い
ます。１年生は、普通教科の他に工業技術基礎を勉強して、２年生に進
級するコース選択を考える時期に入ってきました。将来を見据えて、自
分のやりたい分野・進路をよく考えて決めてほしいと思います。部活動
も夜遅くまで楽しみながら練習しているようなので、勉強と部活を両立
して充実した高校生活を送ってほしいです。

授業拝見［第11回］ 生徒が普段どんな勉強をしているのか。
PTA会員（保護者）の皆様にわかりやすくお伝えします。

と感じてもらえるよう漢字の
ゲームやクイズなどを実施する
時もあります。漢字が苦手な
生徒であっても夢中になって問
題を解いている姿を見ると嬉し
くなります。
　言葉はコミュニケーションを
とるうえで欠かすことができま
せん。国語の学びを通して、
これからの人生に少しでも役
立ててもらえたら嬉しいです。

　今年度は１年生の「言語文化」と「現代の
国語」を担当しています。「言語文化」では小説、
古文、漢文を学び、「現代の国語」では評論
文を学びます。本校の生徒は漢字の読み書き
が苦手という生徒が多いように感じています。
そのため、授業内では文章読解だけではなく、
漢字や語句の意味などに触れる機会も意識し
て設けています。また、漢字が少しでも面白い

石澤  　葵  先生 [国語科]

専門教科であるため、生徒はゼロからのスタートとなることが多く、教える側と
しても時代に合った分かりやすい授業づくりを常に意識し、日々試行錯誤を重ね
ながら授業を展開しています。近年ではICTを活用し、動画学習や探究学習な

ども取り入れ、生徒の理解を深めるため
の新たな取り組みにも挑戦しています。
　生徒が授業の中で「分かる楽しさ」
や「理解する喜び」を実感し、自信と
達成感に満ちた笑顔の瞬間に立ち会え
ることが、何よりのやりがいです。その
笑顔のために、これからも一日一日の授
業を大切に、全力で取り組んでいきたい
と思います。

　私は本校において、「電力技術」や「実習」
など、電気に関する専門科目を中心に担当して
います。また、工業科では多くの資格取得が
求められるため、電気や機械に関連する資格
試験の指導も行っています。夏休みや冬休み
などの長期休暇中や、放課後には講習会を実
施し、生徒の資格取得をサポートしています。

若槻  浩二  先生 [電気エネルギーコース]
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